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を行った．引張試験，硬さ試験および衝撃試験は，    










いて作製した FCD と従来法で作製した FCD の引張強度，
硬さおよび衝撃強さに，差異は見られず，同等の値を示し
た．また，疲労試験で得られた各種鋳造法での FCD の 
S-N 線図を Fig.2 に示す．凍結鋳型鋳造法を用いて作製し
た FCD は，疲労限度ｗ=195MPa，生型で作製した FCD は，
疲労限度ｗ=200MPa，CO2 型で作製した FCD は，疲労限
度ｗ=135MPa であった．凍結鋳型鋳造法を用いて作製し
た FCD の疲労強度は，生型で作製した FCD と同等の値を
示し，CO2型で作製した FCD よりも高い値を示した．その理
由を考察するため，組織観察を行った結果，凍結鋳型鋳造
法を用いて作製した FCD と生型で作製した FCD の基地組
織に大きな差異は見られなかった．一方，CO2 型で作製し
た FCD の組織には，部分的にレデブライト組織が観察され





































Number of cycles to failure
Fig. 2� S-N diagram of FCD made by various mold 
Table 1  Mechanical properties 
1 599 10.8 168 87.4
2 519 7.5 163 71.8
1 629 9.3 171 75.1
2 515 6.2 171 71.8
1 574 6.2 172 61.6
















CO2 process moldGreen sand moldFrozen mold
Fig.� Result of fluidity test 
Fig. 3� SEM of fracture surface of FCD made by various mold 
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